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１．移行期間における指導資料を提供する理由

2019年度 2020年度 2021年度（全面実施）

中１ 中２ 中３
（小６） 中１ 中２

（小５） （小６） 中１

理由その１

○2018年度から始まった移行措置により、小学校での学習内容が増加。
2019年度以降の１年生の既習内容は、これまでと比べより多様になる。

○このことにより、教科書に設定されている、いわゆる「入門期」の単元は、
生徒の実態に合わない可能性がある。

○そこで、小学校との円滑な接続を図るため、多くの小学校で使用されている
Hi, friends!やWe Can!での学習内容を基にした「小中接続」を意図した単元を新設。
当該単元の指導計画等を作成。

例）・活字体の大文字、小文字 ・読むこと、書くことの言語活動 ・過去形などの文

「小中接続」に係る指導資料の詳細は、p.5～p.7参照
1

新入生の実態がかわる！



１．移行期間における指導資料を提供する理由

○2021年度の中２、３の生徒が学ぶ内容は、前年度までの内容と比べ、
ギャップが大きくなる。

語 ： 新CSでは、語数が1,200語程度から2,200～2,500語程度に増加。 2019～2020年度中に
より多くの語に触れる機会を提供することで、2021年度の学習により円滑に移行できる。

領域 ： 新CSでは、「話すこと［やり取り］」の領域が新設。2019～2020年度中に当該領域の言語
活動に取り組む機会を提供することで、2021年度の学習により円滑に移行できる。

○そこで、各校の年間指導計画を極力変更することがないよう、授業冒頭の
５～10分で実施が可能な「帯活動」の指導計画等を作成。

○当該計画により「話すこと［やり取り］」の言語活動の継続的に取り組むとともに、
新しい教科書で「増加すると思われる語」（※p.10参照）にふれることができるようにした。

理由その２

「帯活動」に係る指導資料の詳細は、p.8～p.12参照 2

2019年度 2020年度 2021年度（全面実施）

中１ 中２ 中３
（小６） 中１ 中２

（小５） （小６） 中１

学ぶ内容がかわる！

例）



移行期間（２年目） 移行期間（３年目） 全面実施

２．本指導資料が対象としている学年（生徒）

2019年度 2020年度 2021年度

中１ 中２ 中３

中１ 中２

中１

この期間の、中１及び中２の生徒が対象
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３．本指導資料の種類

中学校第１学年（年間１４０時間）

「帯活動」に係る指導資料

「小中接続」に係る指導資料

※上記二つの指導資料とは別に、生徒用読み物教材を2019年度中に作成・配付予定。

４月 ５月 ６月 … ３月

中学校第２学年（年間１４０時間） 中学校第３学年（年間１４０時間）

４月 ５月 ６月 … ３月 ４月 ５月 ６月 … ３月

4

これら二つの指導資料で示している考え方は、
中学校外国語科の授業全般の改善にも資する！

※実態を把握して指導に生かすこと、実際のコミュニケーションに
おいて活用することで知識・技能は獲得されることなど



４．「小中接続」に係る指導資料について

○ 小学校での外国語（英語）学習との円滑な接続を図ることができるようにする。

資料の概要 ○ 中学校第１学年の４月（１２時間分）に「小中接続単元」を新設。

○ 当該単元の単元指導計画及び各単位時間における展開案。
※当該単元により 指導するか、教科書に設定されている同様の趣旨の単元により指導するか、または両者を融合さ

せるかは、生徒の実態に応じて決定する。

作成の目的

○ 多くの小学校で使用されている「Hi, friends!」及び「We Can!」との関連を明
記。

単元指導計画

の特徴

○ We Can!に準拠した学習指導案を中学校版にリバイス。

○ We Can!のデジタル教材や言語活動等を再利用。

○ 授業で使用するワークシートも、その一部を提供。

○ アルファベットの読み・書きについても、改めて丁寧に指導する計画。

展開案の

特徴

5



■WC（We Can!）と

Hf（Hi, friends!）との

関連を明記。

単元指導計画について

４．「小中接続」に係る指導資料について
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■WC（We Can!）を授業の中

で実際に使用する。

■WC（We Can!）のデジタル

教材を使用できない場合

の対応を明記。

■WC（We Can!）とHf（Hi,friends!）

との関連を明記。

４．「小中接続」に係る指導資料について

展開案について

7



５．「帯活動」に係る指導資料について

○ 「話すこと［やり取り］」の能力を少しずつ身に付けることができるようにする。

○ 「増加すると思われる語」を聞いたり話したりすることができるようにする。

資料の概要
○ 「帯活動」（約１０分間）でSmall Talkの実施を想定し、当該活動の年間計画

及び単位時間における展開案。

作成の目的

○ Small Talkを２単位時間に１回実施を想定し、７０時間の年間計画を作成。

○ トピックを４～５（「思い出」「したいこと」「人紹介」等）に焦点化。当該トピック

を年間通じて扱い、語彙や表現などを繰り返し活用させ定着を図るよう計画。

年間計画の

特徴

○ ５～１０分間の指導過程を統一。（詳細は別紙参照）

○ どの時間も同じ指導過程であることを踏まえ、提供する活動案は、７０時間

分すべてではなく、年間３４時間分。（各トピックからまんべんなく抽出）

○ 当該指導過程は、言語活動を通して指導することを意図。

「話すこと［やり取り］」の能力を少しずつ獲得させることを志向。

活動案の

特徴

8



内容の伝え合いを重視。その中で必要な
指導を行う。（活動を通して指導する）

・ 指導の成果が出てくるのには時間がかかることを理解して指導。フォーマッ

トを暗記させるなど、その場限りのパフォーマンスを求める指導はしない。

５．「帯活動」に係る指導資料について

Small Talk 指導のポイント

9

・ 身近な話題の中で，自分自身の考えや気持ちなどを 伝え合わせる。

・ 教師も自分自身のことを英語で伝える。やり取りを楽しむ。

・ 対話を継続することができるような表現を段階的に使わせていく。

・ 伝えたいことを伝えることができるよう，既習表現を想起させる指導を行う。

・ ３や４を、「活動→指導→活動」の過程で指導する。 ※詳しくはp.12参照。

１．内容重視

２．対話の継続

３．既習表現の

活用

４．指導過程

５．指導観



以下の３点を満たした語を、「増加すると思われる語」としている。

・生徒の発信語彙となりうる語。

・生徒の言語活動において汎用性のある動詞，形容詞，副詞。

・全ての教科書（６者）で共通して使用されている語を除いた，

１者から５者で使用されている語。

動詞（33語） arrive, imagine, solve, add, focus, judge など

形容詞（44語） broken, expensive, middle, strict, lazy, lovely など

副詞（7語） maybe, alone, below, carefully, everywhere など

増加すると思われる語について

５．「帯活動」に係る指導資料について
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年
間
を
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る
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■１トピックについて２コマ使って指導。

■「増加すると思われる語」について、少なくとも教師は意識して使用。

■５～６月，７～９月，10～12月，１～３月の四期に分けて作成。 年間指導計画について

５．「帯活動」に係る指導資料について

11

■教科書題材を

参考に、生徒に

身近なものを選択。



■指導過程を統一。

■英語を用いたコミュニケーションを教師も行う。

■生徒の発話をイメージして指導。
■指導上の留意点の詳細は別紙にまとめて提示。

（「③ Sharing」での意図的な指導が極めて重要）

５．「帯活動」に係る指導資料について

展開案について

12



６．提供する資料一覧
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① 単元指導計画

② 展開案

「小中接続」に係る指導資料

「帯活動」に係る指導資料

① 年間指導計画

② 展開案

※右に示すトピックの展開案

※各トピック２コマ分

５～６月期
・大型連休の思い出
・私の家族
・今年のお花見

７～９月期
・暑い季節に食べたいもの
・好きな教科

１０～１２月期
・秋にする好きなこと
・私のヒーロー

１～３月期
・１年間の思い出
・将来したいこと

／職場体験でしたいこと

５～６月期
・週末の思い出
・私の家族

７～９月期
・宿泊研修の思い出
・オリンピック・パラリンピック

で見たい競技
１０～１２月期

・学校行事
・職場体験

１～３月期
・制服・私服
・修学旅行先

第１学年 第２学年


